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お知ら
せします 6 年度決算の

主な内容
平成6 年度の決算がまとまり、

現在、第3 回区磁会定例会で審議

中です。区民の皆さんが納めた税

金は、どのように使われたのでし
ょうか。6 年度決算の概要をお知

らせします。

□
一
般
会
計
　
歳
入
(
2
千
2
5
4
億
円
)
　

6
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
長
引
く
景

気
低
迷
の
彫
響
で
、
前
年
度
よ
ひ
6
6億

円
、
2
.
9
%の減
と
な
n
ま
し
た
。

特
別
区
交
付
金
は
叩
億
円
で
前
年
度

よ
り
3
.
6
%の減
。
特
別
区
税
は
泪
億
円

で
、
特
別
減
税
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ

り
1
3・
4
%
の
減
。
区
が
自
主
的
な
判

断
で
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源
の
歳
入

に
占
め
る
割
合
は
、
前
年
度
を
2
.
1ポイ

ン
ト
下
回
り
、
5
1・
7
%
と
な
り
ま
し

た
。一

方
、
使
い
み
ち
に
制
約
を
夢
吁
る

特
定
財
源
は
、
国
庫
支
出
金
陌
廈
円

で
前
年
度
よ
り
U
%
の
増
。都
支
出
金

が
6
7億
円
で
前
年
度
よ
ひ
1
6・
9
%
の

増
。
ま
た
、特
別
区
憊
唏
厩
円
で
前

年
度
よ
り
り
″の
増
と
な
り
、
歳
入
総

額
の
9
.
9
%夸占
め
て
い
ま
す
。
起
債
の

主
な
も
の
は
、住
民
税
等
減
税
補
て
ん

債
、校
地
取
得
造
成
債
、特
別
餐
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
贋
な
ど
で
す
。

□
一
般
会
計
　
歳
出
(
2
千
2
1
4億円
)

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
4
8億

円
、
2
.
1
%の減
と
な
り
ま
し
た
。
性
質

別
に
み
る
と
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
人

件
費
、
牛
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
、

特
別
区
債
の
元
利
償
覃
笳
な
ど
の
公
債

費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
は
、
翻
億
円

で
前
年
度
よ
り
W

の
増
忘

っ
て
い

ホ
烹

ま
た
、
建
設
事
業
や
用
地
の
購

人
と
い
っ
た
社
会
資
本
の
形
成
な
ど
に

夥
し
た
投
資
的
経
費
は
、
6
3
6
億
円
で
前

年
度
よ
り
8
.
7
%の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
の
主
な
事
業
に
は
、

公
共
下
水
道
の
整
備
、
特
別
餐
護
老
人

ホ
ー
ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
親
水
水
路
の
整
備
な
ど

が
あ
リ
ジ
れ
ま
す
。

ぼ
で
は
、
経
済
環
境
が
大
変
厳
し
い

中
、
今
後
も
効
率
的
で
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
婁
り
づ

く
り
に
取
ひ
組
ん
で
い
4
ま
す
。

本
決
算
は
開
会
中
の
区
議

会
で
審
議
中
で
す

遊べる水辺　神領堀親水水路( 舎人五～六丁目)

財源別歳入決算額 性質別歳出決算額

性質別歳出决算額…歳入の便いみ5を、人件費や投資的経費( 工事費、用地費) 、物件
費( 施設の維持費、光熱水費) など性質によつて分類したもの

目的別歳出決算額

ヨ 府 劭疽 祁 剖 劃l … 鑞 入 の 砂 い み 弓 を 、民 生 轡( 冫↑ 色 摺 祉 飃( 系) 、教 育 ● ( 隼4へ 冫↑ 舎 耆

齊関侃)などの廠策の目的によって分類したもの

国民健康保険特別会計

歳入決算額　427億円[ 8. 0%]

歳出決算額　4l 8 億円[ 7. 7%]

老人保健医療特別会計

歳入決算額　315億円[ 6. 8%]

歳出決算額　315 億円[ 8. 1%]

用地特別会計

歳入決算額　62億円[ 96. 6%]

歳出決算額　62億円[ 96. 6%]

1O月10日号 / 主な内容

14分野206人を表彰6 年度足立区功労者　 ②面
保健ガイド　 ③面
A- Fest a' 95　 ④⑥面
くらしの情報　 ⑥⑦面
情報コーナー　 ⑧面

6 年度に行った主な事業

[まちづくり施策の展開] ( 単位: 万円)
1 公共下水道の整備 日日1, 543
2 都市計画道路の整備511, 046
3 土地区画整理事業の推進15, 293
4 リサイクルの准進11, 531
5 親水水路の整備および維持管理190, 483
6 公園用地の購入、公園の造成117, 267

[ 地域保健福祉施策の展開]

1 特別餐護老入ホーム・高齢者在宅
サービスセンターの建設392, 98 日

2 乳幼児医療費助成48, 954
3 高齢者・心身障害者(児)委託、
登録ホームヘルパーの派遣48, 754

4 ホームヘルパーの弯成170
5 健康診査の推進76, 642
6 老入保健施設の整備27 、415

[ 生涯学習推進施策の展開]

1( 仮称)花畑センターの改築51, 234
2 総合スポーツセンターの改修95 、177
3( 仮称)生涯学習総合施設の建設5, 353
4 千住大橋架橋4囗0年記念事業155

[情報化・国際化の課題]
I 都市提携5, 863
2 ビデオ広報「ルックインあだち」制作2, 143
3 中学生の海外派遣, 59B

[ 学校教育の充実]

l 教育相談運営( 教育相談) B74
2 教育振興公社の運宮106, 996
3 学校運宮( 運営管理) 113, 522

[緊急課題への対応等]

1 統合新庁舎の建設1, 231, 845
2 中小企業一般融資146, 022
3 防災センターの整備20, 329
4 減債基金の設置70, 0 圓

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催

「
W
I
T
H
　

広
が
れ
!
　
新
鮮
な
出
会
い
」

出
会
い
か
ら
、
ふ
れ
合
い
へ
。
参
加

者
の
方
と
t
ん
な
交
流
を
求
め
て
、
地

域
の
方
々
と
と
も
に
祭
り
を
行
い
ま

す
。

日
時
=
仞
月
2
9日

亘

、午
前
1
0

時
～
午
後
一
時

内
容
=
大
道
芸

夭
神
楽
曲
芸

扇
家
勝
之
助
)
、
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
音
楽
会
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
神
輿
の
競
演
、
流
し
踊
り
、
模

擬
店
な
ど

※
セ
ン
タ
ー
で
は
当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

(
申
し
込
み
は
1
0
月
1
3
日
ま
で
)
。車
で

の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

場
・

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

1
0月
1
5日
～
2
1日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
な
ど

の
仕
事
に
関
す
芯
霎
望
や
音
寛
・
苦
情

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
行
政
相
酸
委
員
(
表
1
)
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

「
行
政
相
談
委
員
」
は
、
行
歌
と
区

民
の
パ
イ
プ
9
と
し
て
総
務
庁
長
官
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
、
適
切
な

措
置
や
助
言
を
将
う
な
ど
、
身
近
な
所

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
次
の
と
お
り
特
設
相

談
を
開
設
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守

で
す
。日
時
卜
1
0
月
1
8
・
1
9
日
、午

後
1
時
～
4
時

場
所
日
西
新
井
せ
ア

イ
正
面
玄
関
8

新
井
駅
東
口
)

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
談
室

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

総
務
庁
関
東
行
政
監
察
局

「
行
政
苦
情
1
1
0
番
」

(
3
2
1
3
)
1
1
0
0

表1　 行政相談委員名簿 平成7 年4 月1 日現在

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
な
い
公
平
な
採
用
選
考
…
( 1)

す
べ
て
の
人
は
、
安
定
し
た
職
業
を

も
ち
、
竄
庭
を
築
雪
、
裝
か
な
生
活
を

し
た
い
と
願
つ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
和
地
区
出
身
者
や
障
害
者
な
ど
の

方
々
が
、
本
人
の
貫
に
帰
さ
な
い
理
由

で
就
職
の
機
会
が
奪
わ
れ
た
り
、
就
職

に
あ
た
っ
て
不
利
な
選
考
を
受
け
て
い

る
事
例
が
ま
だ
ま
だ
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

足
立
区
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
就

職
差
別
事
象
が
発
ま
し
て
お
り
ま
す
。

区
内
在
住
の
A
子
さ
ん
が
、
職
業
安

定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
区
内
事
業
所
の

給
食
調
理
の
パ
ー
ト
社
員
採
用
に
応
募

レ
た
と
こ
ろ
、
面
接
に
あ
た
っ
て
臨
時

計
員
入
社
志
願
書
に
家
族
の
続
柄
お
よ

び
職
業
の
記
入
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
職
業
安
定
所
の
方
か
ら
、
ご
苙

人
は
同
和
関
係
の
お
仕
事
を
ざ
れ
て
い

忝
と
聞
い
て
お
り
ま
す
か
ど
こ
に
お
勤

め
で
す
か
」
と
配
偶
者
の
勤
務
先
を
は

じ
め
、
過
去
の
病
歴
、
結
婚
の
い
き
さ

つ
な
ど
応
募
者
の
適
性
と
能
力
に
直
接

関
係
の
な
い
質
問
を
さ
れ
、
結
果
的
に

は
不
採
用
に
な
り
ま
した

。

こ
の
事
象
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
職
業
選
択
の
自
由
を
本
人
の
賈
に

帰
さ
な
い
理
由
で
奪
っ
た
「
基
本
的
人

槽
の
侵
客
」
と
い
え
ま
す
。

今
回
か
ら
、
同
和
問
題
解
決
を
念
頭

に
お
き
、
就
職
差
別
解
消
の
た
め
の
あ

る
べ
き
姿
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
台
わ
せ
は

千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ

子
ど
も
の
権
利
条
約
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

日
程
等
=
表
2

対
象
=
1
6歳
以
上
で

青
少
年
育
成
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る

方

内
容
=

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

に
つ
い
て
、
艱
心
者
の
万
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
学
び
、
私
た
ち
自
身
が

ど
9
5

な
形
で
具
体
的
、
実
践
的
行

動
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
を
考
え
ま
す

費
用
=
無
料

申
込
日
電
話

期
限
=
1
1
a

…
甘

申
・
問
先
=
千
住
禀
庁

舎
・
少
年
育
泯
係

3
8
8
2
-
1
1
1
1㈹

表2　「子どもの権利条約ってなんだろう 」

※いずれも時間は、午後7 時～9 時( 各回火曜日)

都
市
農
業
公
園
オ
ー
プ
ン

荒
川
と
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
の
姉
妹
河
川
提
携
構
想
発
表
・
五
色
桜
記
念
植
樹
も
同
時
開
催

荒
川
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
廸
設
に
伴
い

大
改
造
衰

尼
都
市
農
菜
公
園
が
い
よ

い
よ
完
或
。
ま
た
、
開
園
式
典
で
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
サ
ク
ラ
の
女
王
を
迎
え

記
念
植
樹
祭
を
抒
い
求
す
。

当
日
は
、
式
典
の
ほ
か
物
産
店
・
荒

川
源
流
水
の
無
料
配
布
・
花
客
即
売
会

や
模
擬
店
・
ふ
れ
あ
い
動
物
園
・
竹
と

ん
ぽ
・
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
・
水
上
バ
ス
見

学
会
(
無
料
)
な
ど
、楽
し
い
催
し
を

予
足
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
=
1
0月

2
2
日
(
日
)
、午
前
9
時
2
0
分
～
午
後
こ

時

場
所
=
都
市
農
業
公
園

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
計
画
調
整
係

※
当

日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
車

で
の
来
場
は
ご
考
鳳
く
だ
さ
い
。

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

住
宅
修
繕
等
を

お
考
え
の
方
へ

住
ま
い
の
増
改
築
、
修
繕
な
ど
至
心

考
え
の
方
に
、
区
が
窓
口
と
な
り
、
区

内
建
築
業
者
の
連
合
団
体
を
通
じ
施
工

業
者
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

屋
根
・
塀
の
修
理
、
壁
の
塗
り
替
え

浴
室
や
台
所
の
収
修
、
増
改
築
な
ど
の

ほ
か
、
家
屋
の
簡
単
な
修
繕
で
も
、
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
談
室

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

平成7 年度
足立区功労者

1
0
月
1
日
「区
民
の
日
」に
、平
成

7
年
度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役

所
本
庁
舎
7
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。自
治
功
労
、社
会
福
祉
功
労
な

ど
1
4
分
野
で
、区
に
汞
年
功
労
の
あ
つ

た
2
0
6
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
(
敬
称

略
)[自

治
功
労
]

《
消
防
団
員
》

石
井
伊
三
男
、岩
橋
信
雄
、浦
野
文
彦
、

漆
原
啓
延
、
黶
老
原
康
之
、
大
谷
國
隆

金
杉
榮
、
小
宮
正
夫
、
齋
藤
不
己
夫
、

坂
田
一
男
、
佐
野
啓
吉
、
鈴
木
基
沢

、

高
松
幸
男
、
福
田
正
男
、
古
庄
廣
義
、

丸
山
エ
、
丸
山
正
樹
、
水
井
惧
三
、
水

落
健
二
、
水
落
祐
弘
、
矢
ノ
倉
三
郎
、

山
木
喜
一
、
山
本
純
一
、
渡
辺
喜
代
司

《町
会
・
自
治
会
長
》

青
木
嘉
勝
、
浅
野
高
夫
、
足
立
史
郎
、

飯
塚
美
喜
男
、
市
川
信
治
、
稲
垣
昭
、

稲
葉
公
一
、
岩
城
武
、
岩
原
政
弘
、
上

原
道
雄
、
梅
宮
英
生
、
榎
本
栗
吉
、
海

老
原
幹
雄
、岡
田
進
、
小
倉
時
蔵
、
小

野
宏
、
加
藤
藤
七
、川
名
康
允
、
神
田

常
助
、
熊
倉
茂
、
倉
持
義
雄
、
小
泉
介

夫
、
小
金
井
二
郎
、
粉
川
誠
一
郎
、
小

久
保
東
蔵
、
小
島
勠
一
郎
、
小
鬢
正
美

五
味
情
高
、小
宮
市
之
助
、
小
器
昌
、

齊
藤
武
雄
、
阪
口
三
千
男
、佐
藤
幸
男

澤
田
榮
介
、
首
藤
七
郎
、
庄
司
一
彦
、

白
梅
勇
藏
、
白
鳥
蕣
、
高
田
新
雄
、
高

橋
秀
勇
、
高
橋
敬
忠
、
高
山
幸
雄
、
田

中
昭
治
、
栃
原
一
男
、
冨
田
次
郎
、
中

市
勉
、
中
里
俊
夫
、
中
村
精
一
、
西
野

正
次
、
根
津
久
、
野
澤
隆
幸
、羽
住
一

月
、
花
井
一
雄
、
濱
秀
次
、
樋
ロ
ト
シ

子
、
人
見
輝
雄
、
藤
波
岩
雄
、
星
通
、

穂
積
一
良
、
舛
田
七
右
衛
門
、
松
下
金

一
郎
、
三
品
英
昭
、
室
岡
信
蔵
、
本
日

伸
吉
、
谷
古
宇
巧
一
、
柳
川
幸
一
、
横

山
新
治
、
横
山
正
縟
、
青
岡
要
三
、
吉

田
次
郎
、
渡
邊
栄

《
行
政
功
労
者
》

伊
集
院
實
、
鈴
木
寛
次

[社
会
福
祉
功
労
]

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》

飯
泉
和
子

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

石
井
す
み
え
、
伊
藤
勝
枝
、田
中
竹
子

《
保
護
司
》

荒
井
忠
術
、
卜
国
賓
、
小
林
康
政
、
佐

山
浄
道
、
砂
川
本
子
、
瀬
田
貞
子

[社
会
生
活
功
労
]

《
防
火
事
業
功
労
者
》

石
鍋
賓
、
上
田
正
明
、
佐
藤
好
男
、
星

野
光
明

《
防
犯
事
業
功
労
者
》

今
井
啓
子
、
遠
藤
幸
彦
、
渋
谷
清

[公
衆
衛
生
功
労
]

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》

小
金
井
庄
兵
衛
、
椎
橋
正
夫
、
福
田
正

作
、
宮
里
好
益
、
安
田
明
雄
、
山
崎
健

一
、
渡
遷
輝
雄
、
渡
邉
博
子

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》

赤
川
靖
夫
、奈
艮
井
陽
子
、山
口
和
久
　
《

食
品
・
環
境
衛
生
事
業
功
労
者
》

井
上
又
平
、
佐
藤
和
久
、
長
嶋
守
夫
、

増
田
茂
、
宮
口
義
元

[学
校
教
育
功
労
]

《
私
学
振
興
功
労
者
》

鳥
海
長
作
、
蓑
輪
利
子

[社
会
教
育
功
労
]

《
社
会
教
育
事
業
功
労
者
》

小
滝
英
治

《
P
T
A
会
長
》

久
保
田
修
平
、
戸
田
耕
太
朗
、
中
田
康

博
、
疋
田
規
子
、
藤
田
晴
彦
、
堀
口
宗

弘

[産
業
功
労
]

《
実
業
精
励
功
労
者
》

大
竹
誠
、
田
窪
國
康

[建
設
功
労
]

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》

池
田
龍
三
、
関
口
義
一

《
区
画
整
理
事
業
功
労
者
》

石
井
喜
八
郎
、宇
佐
見
英
司
、
小
川
清

小
川
傳
一
、
河
合
平
内
、
黒
臼
重
吉
、

下
島
浩
、
鈴
木
真
一
郎
、
荒
堀
市
郎
、

荒
堀
四
郎
、
荒
堀
次
男
、
大
塚
弘
一
、

木
島
梅
次
郎
、
藤
次
彦
一
、
宝
谷
忠
三

實
谷
酉
蔵
、
寳
谷
秀
雄
、
寳
谷
洋
、
水

野
正
平
、
水
野
弘
、
山
崎
孝
三
郎

《
ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
》

大
室
武
一
、
小
鬢
茂

[統
計
功
労
]

大
木
キ
ヨ
子
、
橋
爪
統
高
生
、
廣
田
待

守
、
藤
代
兼
子
、
谷
中
信
四
郎
、
柳
川

義
祐
、
山
田
重
子

[納
税
功
労
]

大
原
誠
之
助
、望
月
昭
三

[文
化
功
労
]

《
文
化
財
保
護
功
労
者
》

大
澤
捷
宏

[体
育
功
労
]

《
体
育
事
業
功
労
者
》

石
山
和
子
、
市
川
丈
夫
、
大
淵
惠
美
子

原
田
隆
好
、
宮
澤
高
勇

[徳
行
者
]

愛
田
人
生
艶
歌
教
察
代
表
愛
田
人
生

足
立
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会
会
長

池
田
金
次
郎
、足
立
区
佛
教
会
、綾
瀬

パ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
代
表
大
久
保
貞

二
、
石
井
勇
治
、
上
野
教
子
、
栄
寿
会

会
長
吉
田
末
雄
、
角
田
喜
次
郎
、
角

田
ふ
き
、
株
式
会
社
三
蓆
工
務
店
三
和

会
会
長
前
澤
宗
高
バ
興
北
寿
楽
会
会

長
後
藤
忠
次
郎
、
佐
藤
`
ふ
、
清
水

正
子
、
高
橋
功
、
竹
勇
会
会
長

猪
狩

勇
、
東
京
都
K
S
D
豊
明
会
足
立
支
部

婦
人
部
、
中
田
貢
弘
、
西
新
井
遊
技
場

組
合
組
合
長

宮
本
武
男
、比
護
道

孝
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ

い
、
立
正
佼
成
会
足
立
教
会

[人
命
救
助
]

大
森
理
行
、
川
井
武
久
、
古
賀
惠
、
前

田
和
秀

《
総
務
課
》
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保

健

ガ
イ

ド

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

(
無
料
で
す
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民
期

限
=
1
1
月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
1
0

月
2
0日

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の

病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る

～

で
霤
ま
せ
ん

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。

対
象
=
3
0歳
以
上
の

女
性
区
民

場
所
=
区
内
実
施
医
療
機

関

受
診
日
=
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
え
受
診

□
成
人
健
康
珍
査

血
液
、尿
、必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
査
な
ど
を
行
い
、心
臓
、肝
臓
、

じ
ん
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。内

容
の
充
実
レ
だ
健
診
で
す
。対
象
卜

4
0
歳
以
上
6
4
歳
昭
和
5
年
4
月
1
日

以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
=

区
内
実
施
医
療
機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

ラ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
を
明
記
。
受
診
票
と
案
内

を
お
送
り
し
ま
す

※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
表
3
9

椏
か
ら
検
診
日
、
場

所
(
第
1
希
留
蛋
で
)
も
明
記

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

―而

千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表3　 消化器がん検診日程

家庭看護教室
「寝たきりや痴呆に

させないための
ノ ウハウ」

日
時
等
=
表
4
のと
お
り

対
象
=
家

庭
介
護
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談

所

・
l
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表4　 家庭看護教室

※ いずれも時間は午後1時30分～3時30分

食
生
活
講
演
会

「
ス
ト
レ
ス
時
代
を
は
つ
ら
つ
と
過
ご
す
食
生
活
の
工
夫
」

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
た
ま
っ
た
ス
ト

レ
ス
を
食
べ
る
こ
と
で
解
消
し
て
い
ま

せ
ん
か
?

か
ら
だ
と
心
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
方
を
一
緒
に
耆
を
み
ま
し
ょ

う
。

日
時
=
1
0月
3
1日
(
火
)
、
午
後
1

時
3
0分
1
3
時
3
0分

対
象
=
つ
い

食
べ
す
ぎ
た
り
、
ま
た
食
べ
ら
れ
な
ぐ

な
っ
た
り
、
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も

事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
つ
ま
く
い
か

な
い
方

内
容
=
栄
養
・
運
動
・
休
養

を
上
手
に
取
り
入
れ
た
食
生
活
づ
く

り
。
自
分
に
あ
っ
た
工
夫
を
続
け
る
コ

ツ
は
。
輝
ぐ
自
分
を
つ
く
'
(だ
め
に
、

今
の
自
分
を
み
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
師
=
m

慈
恵
会
医
科
大
学
内
科

小
林
桂
子
氏
(
管
理
栄
養
恚

定
員
=

印
人
(
先
量
岨

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健

相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

―
医
師
と
し
て
患
者
と
し
て
―

ご
自
分
が
リ
ウ
マ
チ
を
患
わ
れ
た
体

験
を
も
と
に
、
病
気
克
服
の
た
め
の
療

養
生
活
の
知
事
と
福
原
病
院
で
取
り
入

れ
て
い
る
、
プ
ー
ル
療
法
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。日
時
=
1
1
一

月
6
日
(
月
)
、午
後
1
時
3
0
分
1
3
時

3
0分

講
師
=
福
原
病
院

福
原
寿
方

子
氏
(
医
師
)

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
ー

対
象
=
リ
ウ
マ
チ
で
治
療
中

の
方
ま
た
は
、
家
族

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健

相
談
所(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

「
エ
イ
ズ
」ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
と

映
画
の
タ
べ

区
民
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
の
コ
ン
ク

ー
ル
と
映
画
「そ
し
て
エ
イ
ズ
は
蔓
延

し
た
」の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。
高
校

生
を
中
心
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
デ
オ
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
優
秀
ビ
デ
オ
作
品
と

映
画
を
見
な
が
ら
、
エ
イ
ズ
を
も
う
一

度
考
え
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。日

時
=
1
0
月
2
7
日
(
金
)
、午
後
5
時
～
8

時
叩
分

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

問
先
=
足
立
保
健
屏
・
保
健
指
導
係

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

デ
イ
ケ
ア

通
所
者
募
集

対
象
=
千
住
保
健
所
管
内
の
糟
神
科
通

院
中
で
冢
に
閉
じ
こ
も
り
が
刄
芳

、

仕
事
に
罫
尼
い
が
、今
す
ぐ
は
無
理

な
方

内
容
幺
麺

、
美
術
、ス
ポ
ー

ツ
、話
し
合
い
な
ど

実
施
日
=
毎
週

月
・
火
・
木
曜
日
の
午
前
中

費
用
=

無
料

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
6
X
)
)
4
2
7
7

表5　 第3 回　健康楽々大学日程

※いずれも時間は午後1 時30分～3 時30分( ただし1/ 17 のみ午後0 時30分から)

第
三
回
健
康
楽
々
大
学

―
広
げ
よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪
―

ゆ
と
り
・
ふ
れ
あ
い
・
生
き
が
い
な

ど
、
豊
か
な
人
生
を
遘
る
た
め
の
積
極

的
な
健
康
づ
く
9

萎
え
ま
す
。
地
域

の
怦
間
と
「健
康
づ
く
n
と
休
養
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

等
=
表
5

対
象
苴
百
程
出
席
で
き

る
方

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
所

　
(
3
1
)
4
2
7
7

高
齢
者
へ
の
食
事
の
工
夫

―
お
い
し
く
楽
し
く
た
べ
や
す
く
―

食
事
を
す
る
こ
と
は
人
生
の
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。
高
齢
期
に
衰
え
が
ち

な
食
欲
や
、
栄
養
の
不
足
分
を
、ひ
と

工
夫
し
て
補
い
声
レ
よ
う
。

日
時
=

狛
月
1
9日
(
木
)
、午
後
1
時
3
0分

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師
=

井
上
ま
さ
子
(
日
本
医
療
栄
養
セ
ン
タ

ー
栄
養
室
長
)

定
員
H
6
0人

費
用
=

無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健

所
・
栄
養
士

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

肝

臓

病

―
今
の
治
療
、
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
―

肝
臓
病
を
か
か
え
て
、地
域
で
生
活

し
て
い
る
方
、ど
ん
な
治
療
法
が
あ
る

の
か
を
知
り
、こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
=
1
0
月

2
5
日
(
水
)
、午
後
3
時
～
5
時
講

師
=
金
洪
宇
旡
生
(
西
新
井
病
院
内
科

医
師
)

定
員
=
先
着
5
0人

費
用
=

無
料

柵
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相

談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

江
北
健
康
大
学

「
中
年
か
ら
と
り
く
む
健
康
づ
く
り
」

人
生
8
0年
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

康
で
い
き
い
膏
戸
夛
ご
餮
參
5

に
、

中
年
か
ら
で
き
る
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
楽
し
ぐ
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=

表
6

対
象
=
全
日
程
出
席
で
き
る

区
民
の
方

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表6　江 北 健 康 大 学

※ いずれも時間は午後1 時15分～4 時

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

9
5
ク
リ
ー
ン
東
京
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ー
n
足
立
の
一
環
と
し
て
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
行
な
い
ま
す
。日
時
=
1
1

月
1
2
日
(
日
)
、午
前
一
…
一
時
～
午
後
1
時
`

兩
=

弥
生
小
学
校

対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
の
方
(
出
店
物
品
の
販
売
を

事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方
は
不

可
)

※
曹
?

食
料
品
・
動
物
・
品

質
保
証
の
で
參
な
い
も
の
は
販
売
で
き

ま
せ
ん

募
集
区
画
=
3
0
区

画
程

度

(
抽
選
)
/
1
区
画
(
3
m
X
3
m
程

度
)
出
店
料
=
無
料
申
込
=
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、出
店
す
る
物
品
の
種
順
一
明
記

※
t
世
帯
1
通
の
み
有
効
(
重
複
申
し

込
み
無
効
)

期
限
=
1
0月
1
9日
消
印

有
効

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

国
勢
調
査
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

調
査
の
結
果
は
各
種
の
行
政
を
行
う

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
、
調
衰
が
お
済
み
で
な
い
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
先
=
足
立

区
国
勢
調
査
実
施
本
部
事
務
局
(
統
計

係
内
)

　
(
3
6
0
5
)
6
3
9
1
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あだちまつり

A - F e s t a ' 95
荒川河川敷虹の広場

北千住駅西口ほか

10 月
14日(土) /

15日(日)

最 近

ち ゃ ん
と

遊 ん で

ます
か ?

A- Fest aと は、゙あだち ″のA と、イタリ ア語で
ま゙つり ″ を憲味するFest a( フェスタ) を

組み合わせた「あだちまつり」の名称です。

今年 は、「こど も広 場」に
次のコーナーを設けます。

ペットなんでも相談コーナー

□ ペ ットについて悩みはありませんか
皿 ・四育・蓑殖・避飫 一広璽・し つ

けなど、櫑4 なミ・・lに售え られるよう
に、曷r - らしています。萢 菊E

を ます
吊寸区 の鈿員鼎丶 丁輒に 妲洫

られる乗馬にて: X・1てフドバ彳 スします。

ペットの里親さ がしコー ナー

ペットカ欹 じい方、また、事情
があって大切なペッ卜を跼りだい。
方のためのコーナーですぶ・'元親、
里観、両方の方々を剪樊します。
当 日ペットと一緒に、j 1 分を証明
できるものをご李手参ください。

―いずれも―
日時= 贈 胃竇 日、午後1 時～3: ;笳|參1

‘ 日、午前11 時～午後2
時 場所= こども広場内ふれ

あい動勧広 場( 鉄橋祠グラウン
ド)

こ ど
も 広 場 に

注 目!

◎ 催しは一部変更もあります。く わしくは、
まつり事務局( 当日は、会楊内のまつり 本

部) までお問い合わせください。
◎ 雨天の場合は、催しの一耶または全郡を中

止することがあります。
◎ 駐車場はありません。自動車での来場はご

湊輿ください。

A- Fest aについてのお問い合わせは
i ! 寸区区民まつり委員会事務局( 中央本町庁

舎・地域振興課育成係内) へ 　3880- 5173

A- Fest a' 95
ねんきん相談コーナー
年 金についての 飃譖や傷 みごと があ る力

はi ぜ ひ、j sなち翳りください。花の ● など
のプレ ゼント4 蛸皿し て11ます。 日 時- 　l a

月11 日- r r 鴟11 贍～午皿4 畤 　15日・・・午
載1{諭 ～T114 時 毎 膏= 濶|・ ● |・ ● r ax
一 一 一 一 一 一

合・r [呎1り' 2 震覗 洫匹i 塹覲氈} - 5軅l

見
る
・
買
う
・
楽
し
む

産
業

ま

つ
り

北
千
往
駅
西
口
商
店
街
駐
車
場
(
駅
前
交
番
裏
)
ほ
か
で
開
催

区
内

岸
栗
暼

餉

醵

馬

惣

販

売

聚

竹
い
ま

す
。
区
内
廛
粟

裂
品
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
開
催

。
方
舁

都
市
か
瓦

ほ
ミ
ス
山
ノ
内
も
や
っ
て

来

宋
す

。

旦
7

▽
産
業
ま
つ
り
・・・
1
0

月
1
4日

、
午
前
1
1蒔
～

午
後
5

時
1
5

日

、
午
前
1
0時
～
午
後
5

時

マ
フ
ァ

ツ
シ
ョ
ン
シ
ョ
1
・・・
匐

月
M
缸
(

缸
の

広
場
ス
テ

ー
2

、
午
後
l

鷺

芬
～

午
後
1

時
4
0分
W

侭

蜉

駅

前
ス

テ
ー
ジ
)

①
午
前
n

時
3
0分
～
午
後
0

時
m
芬

②
午
後
1

時
3
0分
1
3

時

珀
芬

※
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
雨

天
中
止

空
き
缶
が
食
べ
た
～
い
!

当
日

会
場
で

、
区
内
興
業
樛

交
鳫
グ

ル
ー
プ
が
閧
発
し
た

、
窖

岳

つ
ぷ
し

機
i

ガ
エ
ル
」の
冥
演
受
汀
い
家
司

ご
覃
履
に
あ
る
4

者

鈩

を
お
持
ち

く
だ
さ
い
(

中
は
洗
っ
て
き
て
ネ
)
。

か
ほ

茗

習

昌

を

「
缶
ガ
エ
ル
ー
が

コ

ン
パ
ク
ト
に
ホ
と

め
て
見
苫

チ

。

問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
岸
蘖
振
興
課

工
摂

猖
(
3
8
8
0
)
l

吏

ほ
J

笠

都
市
唇

性
化
セ
ン
タ
ー

　
(
a
4
)
7

～
1
3

あ だ ちま つ り

A - F

est a ' 95の主なイベント
( 内 容 は一 部 変 更 も あり ま す)

チヤップンの大冒険 14日 … 11: 30～16: 00　 　15日 … 10: 00～15: 00　

桑しく遊んでスタンプを集めて、キミも豪華な賞日が当たる夢の大齢儷会へ
の切符を手にしよう。

牛乳
パッ クを持 っ て来 て

ね
リサイクルコーナー

牛礼 パックなどの紙 パヲク{ ラミネ ートj u ・座し てい

なi も ので5{ x}・鴫U 二の 大きさのもa を、圜いて洗 つ

た栽S 黠で5 妝お持ちください。2・x ブランド司生雙品r み

ど りの剿i l 亅 ティ フシf ボ ックス1 箱と友- し ます。

日 昿- cy10 月14 日・・・午前11 薺 乍後4 畤 　15 日・・・乍 前1{

肺 ～r r翻、4畤1 纛浙= 克j l 鬪j l 皿 耆rの広 場・リ サイク
ルコーナー( 裝 歯繩グラウンド) 定員 各Es11 Å( 先

着 順》 钁先= 中J _ ↓ J j j ・- リサ イタ ル4●・s
一 一

あだち公園物語

1O 八百面公園

( 佐野一丁目)

頭をさげた稲穂の向こうに見え
るのは「へのへのもへじ」の顔を
した案山子( かかし)。でも。こ
こは田ん4rではありません。田ん
ぼのある公園なのです。案山子の
左右に広げた袖の下はブランコに
なっていて、子どもたちに大人気
です。園内には曹の田舎家を模し
た東屋もあり、ゆったりした感
じ。この辺り一面に、黄矗邑のじ
ゅうたんが敷き詰められていた蝸
吋の咲子がしのぱれます。

やさ し い顔 の かか し か待 って い ます
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは

3882- 1111 ㈹

千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

ご利用ください
高齢者日常生活用具

6
5歳
以
上
で
在
宅
の
猥
た
き
り
や
、

ひ
と
り
蔘
β
し
等
の
高
齢
者
に
、
日
常

生
居
用
具
の
給
付
ま
l

贊
界
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
毀
黔
Ξ

の
淳
だ
き
り
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

高
齢
者

品
目
=
特
殊
寝
台
/
マ
ッ
ト

レ
ス
/
腰
掛
便
匣
/
エ
ア
ー
パ
ッ
ド
/

電
磁
調
理
器
/
特
殊
尿
器
/
自
励
消
火

装
置
/
火
災
警
報
器
/
入
浴
担
架
/
体

位
変
換
器
/
ち
ほ
う
性
高
齢
者
は
い
か

い
感
知
機
器
/
車
い
す
/
歩
行
器
/
ガ

ス
安
全
シ
ス
テ
ム
/
入
浴
補
助
用
具
/

難
燃
性
寝
具
/
洗
髪
器
/
空
気
清
浄
器
/

ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ
ル
/
介
護
用
リ
フ

ト
/
移
動
用
バ
ー
/
歩
行
支
籏
用
具
/

安
全
杖
/
ス
ロ
ー
プ

※
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
(
右

表
)

申
・
問
先
=
管
轄
の
福
祉
事
務

所
(
上
表
)

福祉事務所一覧

高齢者の日常生活用具・所得基準額

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
2

年
4
月
2
日
以
降
に
生
豕
れ
た
児
童
　
(

障
害
の
ゐ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
痍
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
…
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
、
1
年
以
上
の
!

蜃
尼
は
1
年
以
卜の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
ま
豕
れ
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
が
重
度
の

障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程

度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
=
所

得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
る
と
き
(
本

人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
/
児
童

が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受

給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き
/
児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
と
き
/
昭
和
6
0年
&
月
1
日

以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る

ぶ
7
に

な
っ
た
方
が
1
年
以

上
請
求
レ

な
か
っ

た
と
き

手
当
額
(

月
額
)
=

金
額
支

給
対
象
者
…
4
万
1

千
珊
円
/

一
部
支

給
対
象
者
…
2
万

」
千
6
9
0円
/

児
童
が

複
数
の

と
き
の
冫
人
目
…
5
千
円
、
3

人
目
以
降
…
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
=

昭
和
5
2
年
4

月
2

日
以
降
生
}ま

れ
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
1

父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
毋
が

死
亡
、
生
死
不
明
/

父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
ま
た
は

母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
票
さ
れ

て
い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
ま
ま
れ

た
児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
/
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
(
身
体
障
害
者
手
帳
―
・
2
級
)

手
当
額
=
月
額
1
万
1
千
円

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
よ
り
申
諦

に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

―
い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
熏
叨
成

係

(
親
)
医
療
証
、
(
乳
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

□
「(
親
)
医
療
証
」の
現
況
届

1
0
月
2
日
ご
ろ
現
況
届
を
発
送
し
ま

す
。こ
れ
は
嚶
医
療
証
を
使
つ
て
い
る

方
の
資
格
の
礁
鄂
と
、加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
証
の
確
認
の
た
め
必
要
で

す
。あ
?
、扣
月
缸
日
ま
で
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い

(梛
阮
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
平
成
8

年
分
の
葡
医
療
証
を
芻
送
り
で
孝
ま
せ

ん
)
。

※
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方
で

ま
だ
変
更
届
け
を
し
て
い
な
い
方
は
、

班
俔
届
に
新
し
い
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い

□
「
(
乳
)
医
療
証
J
は
届
き
ま
し
た
か

9
月
2
5日
に
「
㈹
医
療
証
(
平
成
r

年
1
0月
I
日
か
ら
平
成
8
年
1
月
3
0日

ま
で
有
効
)
」
を
発
送
し
ま
し
た
。
現

況
涵
が
提
出
さ
れ
な
い
と
新
し
い
医
療

証
夲
お
送
り
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
現
況

居
が
お
手
児
に
あ
る
方
は
、
至
急
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
医
顰
の
助

成
を
尋
吁
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す

―
い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
療

係

家
庭
福
祉
員
・
児
童
緊
急
一
時
保
護
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

□
家
庭
福
祉
員

昼
間
勤
め
て
い
る
た
め
、
子
供
(
生

後
5
週
以
匕
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
忝
な
い
お
母
烹
l
の
代
わ
り

に
、
そ
の
子
供
を
保
育
す
る
仕
事
で

す
。

対
象
=
区
内
在
住
で
2
5歳
～
6
0

歳
ま
で
の
保
母
、
教
員
、
看
護
婦
、
ま

た
昿
叨
産
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
供
(
生
後
3
カ
月

以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
思

の
世
話
が

で
忝
な
い
お
母
六
ん
の
た
め
に
、
一
時

的
に
そ
の
子
供
を
預
か
る
仕
事
で
す
。

対
象
=
区
内
在
住
で
2
5歳
～
叨
歳
ま
で

の
児
重
の
保
育
経
験
の
あ
る
方

―
い
ず
れ
も
―

※
施
設
設
備
な
ど
に
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す

申
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

　
(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
係

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
の

調
査
に
ご
協
力
を

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
は
、
現

在
、
検
察
審
査
会
検
察
!

員

侯
補
予

定
者
の
郵
送
に
よ
る
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
検
察
警
査
令
″ほ
、
有
権
者
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
1
1人
の
審
査

員
が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か

っ
た

」と
(
不
起
訴
処
分
)
の
ぷ
し
あ

し
盍
詈
f

る
組
織
で
す
。
今
回
、
足

立
区
の
選
挙
人
名
簿
か
ら
、
く
じ
で
1
1
6

人
の
検
察
審
査
員
侯
補
予
定
者
&
選
び

ま
し
た
。
選
ば
れ
た
方
に
は
、
調
査
票

を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
H
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

教

育

8 年4 月入園の
区立幼稚 園児募集

募
集
す
る
園
=
下
表

対
象
=
区
内

存
咥
の
4
歳
児
(
平
成
3
年
4
月
2
日
1
4

年
4
月
1
日
生
)
、
5
歳
児
(
平

成
2
年
4
月
2
日
～
3
年
4
月
1
日

生
)

受
付
=
U

月
1
日
・
2
日
、
午

後
1
時
沺
芬
～
3
時
釦
分
、
入
園
希
望

の
各
区
立
幼
稚
園

要
項
・
申
込
用
紙
=

各
区
立
幼
稚
園
、
各
区
民
事
務
所
、

学
務
課
で
1
0月
毬
H
よ
町
配
付

※
幼

稚
園
で
の
配
付
は
午
前
1
時
～
午
後
1

時
3
0分
(
土
曜
R
は
正
午
ま
で
)

選

考
日
=
第
1
次
選
考
は
、
1
1月
6
日
に

入
園
希
望
の
各
幼
稚
園
で
実
施

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
学
事
係

区立幼稚園一覧

8
年
4
月
入
園
の
私
立
幼
稚
園
児
募
集

受
付
開
始
=
U
月
1
日

対
象
=
3
・
4

・
5
歳
児

苹
成
2
年
4
月
2
日
～

平
成
5
年
4
月
―
日
忠

※
願
書

は
j

月
瓦
日
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布

し
ま
す

申
・
問
先
卜
久
私
立
幼
稚
園

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断

を
灯
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知
書

は
1
0月
5
日
に
発
送
済
み
で
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ
す
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
診
に
つ
い
て
ご
都
合
が
悪

い
場
合
ま
た
は
、
ご
事
情
の
あ
る
場
合

は
、
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
保
健
給
食
係

古
千
谷
・
舎
人
地
区
の
学
区
域
が
変
わ
り
ま
す

7
月
2
4日
施
行
の
住
居
表
示
に
と
も

な
い
、
古
千
谷
・
舎
人
地
区
が
町
丁
分

断
の
学
区
域
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

古
千
谷
本
町
一
丁
目
～
三
丁
目
全
域

が
、
古
千
谷
小
学
校
と
伊
興
中
学
校
学

区
域
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
学
区
域
変
更
は
、
来
年
4

月
1
日
か
ら
の
実
廓
と
し
、
来
年
入

学
す
る
新
小
・
中
学
校
一
年
生
か
ら
該

当
し
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

学
事
係

区
立
小
学
校
に
入
学
希
望
の
外
国
人
の
方
へ

ま
だ
入
学
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
、
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書
(

手
帳
)
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
学
事
係

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

忝
と
思
わ
れ
る
お
子
六
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
竹
つ
て
い
ま
す
。
教
育
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に

つ
い
て
、専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
～
羞
曙
日
(
祝
日
を
吸

く
)
、
午
前
1
時
～
午
後
5
時

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
H
教
育
研
究

所

　
(
3
8
5
0
)
B
8
0
1

ひ
ろ

ば
―
催
し
物
―

☆
'
9
5
柳
原
音
楽
祭
　
扣
月
拓
日
亘

午
後
零
時
開
展
/
柳
原
小
学
校
体
育

館
/
聊
円

釡
席
自
由
)
/
山
口

　
(
3
8
8
1
)
6
6
8
7

☆
花
く
ら
ぶ
(押
し
花
)作
品
展
　
1
0

月
2
0日
～
2
2日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5

時
(
最
終
且
1
7

時
ま
で
)
/

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
高
石

(
3
8
8
9
)
7
5
6
0

☆
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店
者
募
集
　

1
0月
2
2日
(
日
)
、午
前
1
0時
～
午
後
1

時
/
舎
人
団
地
1
号
棟
前
広
場
/

車
出
店
…
2
千
円
、
手
持
出
展
…
5
0
0

円
/
1
0月一
心日
～
1
9日
、
午
後
7
時

～
1
時
に
申
し
込
み
/
第
一
集
会
所

　
(
3
8
9
8
)
1
8
4
3

☆
荒
川
の
源
流
を
尋
ね
て
(
足
立
区

山
岳
連
盟
)
　
1
1
月
2
3
日
(
祝
)
/

荒
川
大
橋
(
s
熊
谷
駅
)
～
正
喜
橋
　

(秩
父
鉄
道
寄
居
駅
)
2
0㌔
/
便
せ

ん
に
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、8
0円
切
手
を

は
っ
た
返
信用
封
筒
を
同
封
/
荒
川

〒
1
2
3
本
木
2
-
2
6
-
1
2

(
3
8
8
9
)
8
0
0
0

□ 10月は労働保険適用促進月間です　問先=ハローワーク足立・雇用保険通用課　　3870- 8609　足立労働基準監督署・労災第二課　3882- 1187
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年

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
下
表

内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い

方
法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、

佐
野
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ねんきん出張相談日程表

国
民
年
金
加
入
者
の

6
0歳
説
明
会

日
時
=
刀
弓
s
日
(
月
)
、午
前
1
0時
と

午
後
1
時
の
2
回
(
受
付
は
開
始
3
0分

聊
か
ら
)

場
所
=
中
央
本
町
庁
舎
3

階
靫
・
揃
会
議
室

対
象
=
昭
和
1
0年
1
1

月
2
日
～
1
2月
1
日
生
ま
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
続
き
の

説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
騨
な
方

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
さ

れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め
た
場
合

の
1
分
の
1
に
な
釐
手
か

、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
ご
咒
除
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
、1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ご協力をお願いします

共同募 金

赤い羽根募金
10月1日～12月31日

共
同
募
金
運
動
は
、
皆
さ
んの

善
意
に
よ
る
社
会
福
祉
増
麕
勗

で
す
。
昨
年
区
で
は
、1
千
万
円

を
超
え
る
暮
金
が
集
ま
り
、
保
育

園
・
福
祉
作
笛
胼
・
高
齢
者
福
祉

施
設
等
の
民
間
福
祉
事
業
の
連
署
=

費
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
レ
応
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
彖
劔

い
し
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
振
興
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
q
U

各
区
民
事
務
所

口
座
振
替
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座

振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
忙
し
い
毎
日

が
す
っ
き
り
。
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
茘
崟
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

(郵
便
局
を
啄
く
)
ま
た
は
区
衵
当

課
窓
口
、
各
区
民
森
務
所
に
、
預
金

通
帳
ど
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

書
を
持
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
課

(
3
8
8
O
)
5
-
0
1

国
民
健
康
保
険
課

(
3
8
8
0
)
5
1
3
n
a

国
民
年
令
課

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

国

保

1
0月
～
1
2月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
氏
健
康
保
険
料
1
0
月
～
1
2
月
分
の

納
付
書
を
、1
0月2
0日
に
郵
送
し
ま
す
。

今
年
度
保
険
料
完
納
世
帯
と
口
座
振
替

利
用
世
帯
に
は
、
国
保
だ
よ
り
を
お
送

り
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期

限
は
毎
月
末
日
(
た
だ
し
、1
2弖
ガ
は
1

月
4
日
)で
す
。納
め
忘
れ
の
な
い
、

便
利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。

納
付
書
と
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除

く
)
、
通
帳
印
を
お
持
ち
の
う
え
、
金

融
機
関
・
国
民
健
康
保
険
課
・
各
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

※
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
収
絅
管
理
係

へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

生

活

環

境

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人
募
集

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
高
齢
者
向
け
住
宅
)

に
住
み
込
ん
で
、
居
住
し
て
い
る
高
齢

者
世
帯
の
日
常
生
活
相
談
な
ど
の
業
務

を
し
て
い
た
だ
け
る
管
理
人
(
生
活
援

助
員
)
を
寡
集
し
ま
す
。

対
象
=
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
な
す
方
…
同
居
で

き
る
家
族
の
あ
る
万
/
申
し
込
み
本
人

か
家
族
が
区
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
/

現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
(
た
だ

し
、
公
共
賃
貸
住
宅
居
住
者
は
不
可
)
/
5
5

歳
以
下
で
健
康
な
万
/
常
時
在
宅

し
、
管
理
人
(
生
活
援
助
員
)
と
し
て

活
動
で
き
る
方

業
務
内
容
=
入
居
者

の
安
否
の
確
認
お
よ
び
緊
急
時
の
対
応
/

入
居
者
の
相
談
・
情
報
提
供
/
関
係

機
関
へ
の
連
絡
な
ど

場
所
等
=
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
伊
興
・
=伊
興
町
前
沼
1
2
1
1
-
2
(
2
L
D
K
)
/

シ
ル
バ
ー
ピ

ア
鹿
浜
…
毘
浜
2
-
3
(
2
L
D
K
)

定
員
=
各
人
(
1

世
帯
)

住
宅
使

用
料
=
月
額
i
万
円

謝
礼
=
月
額
T

万
5
千
円

申
込
=
履
歴
書
1
通
と
印

か
ん
を
持
参
し
匱
接
窓
口

期
間
=
1
0

月
1
1日
～
釦
日

ペ土
、
日
曜
日
を
除

く
)
、
午
前
1
時
～
午
後
5
時

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
庄
宅
係

新
築
都
営
住
宅
(
地
元
割
当
)
、

あ
き
家
区
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
第
1
種
・
第
2
種
】

募
集
戸
数
=
新
築
都
営
住
宅
(
一
般
世

帯
向
)
…
菰
尸
/
あ
毒
家
区
営
住
宅
(
一

般
世
帯
向
)
…
6
戸

募
集
お
よ
び
申

込
用
紙
配
付
期
間
=
1
0月
2
4日
～
3
1日

壬

、
日
曜
日
を
啄
く
)

申
込
用
紙

(申
込
の
し
お
り
)
配
付
場
所
=
千
住

杰
匹
舎
・
住
宅
係
、
各
区
民
事
務
所
、

ま
ち
づ
く
り
公
社

※
申
込
資
格
な
ど

く
わ
し
く
は
、「
申
込
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
住
宅
係

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
　
1
0
月
2
5
日
～
3
1
日

「
き
れ
い
で
す

放
置
ゼ
ロ
で
す

誇
り
で
す
」
を
軛
一
標
語
に
「
第
1
2回

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
仔
い
ま
す
。
期
間
中
は
北
千

住
駅
を
は
じ
め
区
内
主
要
各
駅
頭
で
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い
ホ
す
。
放
置

自
転
車
一
掃
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す
。
駅
に
近
い
方
は
で

き
る
だ
け
歩
く
ぷ
つ
に
し
詆
し
ょ
う
。

通
勤
・
通
罍
な
ど
で
毎
日
利
用
す
る
方

は
、
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
転
車
に
は
必
ず
圧
所
と

名
前
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

水洗化が可能に
なりました

下
表
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
廿
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

水洗化可能地域

掲
示
板

□

保
留
地
を
処
分
し
ま
す

入
札
日
時
=
1
0
月
1
9
日
(
木
)
、午

前
1
0
時
～
午
後
1
時
区
画
=
9
区

画
(
函
m
s
加
ぜ
最
低
価
格
=

千
6
8
6
万
1
千
円
～
7
千
1
7
7
万
千
2
8
0
円

入
札
場
所
・
問
先
=

江
北
北
部
土
地

区
画

整
理
組
合
(

皿

沼
2
-
2
5
-
1
)

　
(
3
8
9
7
)
2
2
3
1

□
公
社
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅

「
明

日
見
ら
い
ふ
南
大
沢
」
公
募

所
在
地
=

八
王
子
市
南
大
沢
3
-
1
6

募
集
戸
数
=

趨
尸
(
I
D
K

～
2
D
K
)

対
象
=
次
の
要
件
を
す
べ
て

擠
た
す
方

単
身
・
入

居
時
6
0
歳
以

上
/

夫
婦
…
ど
ち
ら
か
1
人

が
入
居

時
6
0
歳
以
上
/
夫
婦
以
外
…
巳
人
の

関
係
が
一

親
等
以
内
の
血
族

、
ま
た

は
1

親
等
の
姻
族
で
あ
り

、
か
つ
、

巳
人
と
も
入
居
時
6
0歳
以
上
/

身
E

引
受
人
を
立
て
ら
れ
る
方
/

健
康
保

健
に
加
入
し
て
い
る
方

申
込
=

入
居

者
本
人
が
指
定
の

「
登
録
申
込
書
」
に

現
地
受
付
事
務
所
で
必
要
事
項
を

記

入

、
押
印

期
限
=
1
0
月
1
7日

間
先
=

現
地
受
付
事
務
所

0
4
2
6
(
7
7
)
8
4
5
1

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
問
先
=

公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
(
3
4
0
7
)
3
1
2
0

□
「地
方
分
権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
'
9
5
I

N
東
京
」
参
加
者
募
集

日
時
=
1
1
月
1
日
(
水
)
、
午
後
1
時

3
0
分～
I
f
蒔
場
所
=
「
よ
み
う
り
ホ

ー
ル
」有
楽
町
そ
ご
う
冫
階
内
容
=

地
方
分
権
の
実
現
i
地
方
自
治
の
発
展

に
向
け
て
定
員
=
千
(
(
抽
選
)

費
用
=
無
料
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
痊
記

入
期
限
=
1
0
月
1
8
日
(
必
着
)
申
・

問
先
=
東
京
都
企
画
審
議
室
「地
方
分

権
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
悁
白
」〒
1
6
3
『

叭
新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
1

(
5
3
8
8
)
2
1
7
2

□
市
民
公
開
講
座

「
が
ん
に
つ
い
て
」

日
時
=
1
1
月
4
日
(
土
)
、午
後
1
時
～

3
時
場
所
=
都
・
動
労
福
祉
会
館
　

(
中
央
区
新
富
町
1
-
1
3
-
1
4
)
内

容
=

が
ん
早
期
診
断
の
重
要
性
/

が
ん

の
画
像
診
断
は
ど
こ
ま
で
進
歩
し
て
い

忝

か

定
員
=

瞋
入
(
先
着
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

住

所

、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

申
・

問
先
=

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

が
ん
医
療
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
根
本

〒

川
中
央
区
築
地
5
t
l
l
l

(
g
4
2
)
2
5
1
1

内
線
9
5
1
7

□
第
5

回
日
本
身
体
障
害
者
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
・
東
京

日
時
=

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
…
1
2
月
1
6

日
(

土
)
、
午

前
9

時
～
午
後
6

時
/

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス
…
1
2月
1
7
日

亘

、

午
前
9

時
～
午
後
7

時

場
所
=

東
京

武
道
館

対
象
H
身
体
障
害
者
手
帳
を

所
持
す
る
1
6
歳
以
上
の
方

費
用
=

シ

ン
グ
ル
ス

…
千
円
/

ダ
ブ
ル
ス
…
I

組
2

千
円

申
込
=
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
郵
送
(

参
加
料
は

、
現
金

書
留
ま
た
は
簡
易
為
替
で
送
金
)

期
限
=
1
0月
2
9日
(
必
着
)

申
込

一
の
請
求
・
問
先
日
都
・
身
体
障
害

者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
東
京

身
体
障
害
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
小

島

〒
1
1
4北区
十
条
台
1
-
2
-
2

　
(
3
9
0
7
)
Q

り
3
1

F
A
X
(
3
9
0
ヱ
5
6
1
3

□
'
9
5
高
齢
者
就
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
1
0月
智
二
金
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

場
所
H
都
庁

内

容
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ー
・
人
材
開
発
実
演
コ
ー
ナ
ー

(于
作
り
作
品
展
示
即
売
・
各
種
実

演
)
/
高
齢
者
の
仕
事
何
で
も
相
談

会
(
求
職
相
談
、
年
金
・
雇
用
保
険

な
ど
各
種
相
談
、
午
後
1
時
3
0分
か

ら
)
/
高
齢
者
就
業
施
策
の
相
談
な

ど

問
先
=
都
・
高
齢
者
対
策
室
普

及
啓
発
相
当

(
5
3
2
0
)
4
6
6
4

□ 水道局からのお知らせ　安全でおいしい水を供給するため、受水タンクのいらない増圧直結給水方式を導入し ました。マンション等でこの方式

を利用すると、中高層階まで直接給水でき ます。問先= 足 立東営業所　　5681- 2151　 足立西営業所 　3896- 4221
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珠
算
競
技
大
会
参
加
者
募
集

親
子
大
会
・
シ
ニ
ア
大
会
も
同
時
開
催

青
少
年
の
健
全
育
成
の
ひ
と
つ
と
し

て
、珠
算
競
技
大
き
螽
麗
し
李
す
。

素
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
刄
麗
学
習

の
推
進
の
た
め
、琴
工
蠹
と
シ
ニ
ア

大
会
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。日
時
八
月

程
-
(
日
)
、午
前
l
時
3
0
分
～
午
後
4

時

場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
ヱ
ー
鬣

窒

対
象
=
区
内
在
住
・
在
学
・
在
助

の
方

親
子
大
会
は
、
小
・
中
学
年
と

親
ま
た
は
祖
父
母
。
シ
ニ
ア
大
会
は
、
5
0

歳
以
上
の
方
)

種
別
=
小
学
4
年

生
″雫
の
部
/
小
学
5
～
6
年
生
の
部
/

中
学
生
の
部
/
高
校
生
・
一
般
の
部
/

親
子
大
会
の
部
/
シ
ニ
ア
大
会
の
部

申
込
=
窓
口
で
甲
込
用
紙
を
記
入

期

限
=
1
0月
2
4
E
申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
少
年
音
成
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

郷

土

芸

能

大

会

日
時
=
辺
瓜
哲

亘

、
午
前
1
1芦

榻
所
=
廨
粟
振
興
霓

内
容
=
お
囃
子

の
演
奏

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

私
立
幼
稚
園
子
育
て
講
座

～
公
開
講
座
～
子
育
て
を
楽
し
も
う

の
び
の
び
い
き
い
き
楽
し
い
時
間

「
な
ぞ
な
ぞ
エ
胛

を
主
宰
す
る
、
お

も
ち
や
作
家
衫
山
亮
實
刄
の
子
育
て
の

お
話
で
す

日
時
=
1
0月
口
貝
さ

、

午
前
1
0時
卜
正
午

会
場
=
産
業
振
興

館

対
象
=
乳
幼
児
膏
持
つ
親

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話
X
I

歳
以
上

の
お
子
さ
ん
の
保
育
を
灯
い
ま
す
(
定

員
叩
人
)

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
青

少
年
課
社
会
数
育
主
査

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

日
時
等
八

封
2

・
1
4日

、
い
ず
れ

も

午
前
&

時
3
0
分
、
千
住
本
庁
舎
前
集
合

内
容
=

郷
土
博
物
館
、
芹
畑
大
賢
神
社

酋

の
市
)
、
花
畑
記
念
庭
園

、
都
市

農
業
公
園
等
か
見

学

寉
貰
=

各
旧
尺

(抽
選
)

費
用
=

観
光
陥
余
&
崗
1

千
5
0
0円/

非
会
員
E
2

千
円
(

誉

挺

地
支
払
い

、
屋
食
付
き
)

申
込
=

往

復
(

ガ
キ
に
申
込
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢

、
電
話
番
号
、
会
員
・
非
会

員
の
別
、
希
望
日
、
(
区
内
施
設
め
ぐ

ひ
希
讌
と
明
記
※
1
枚
で
4
人
ま

で
申
し
込
み
で
き
ま
す
(
重
復
は
が
き

は
無
効
)
期
限
=
1
0
月
1
7
日
消
印
有

効
申
・
問
先
=
足
立
区
観
光
協
会

(
中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

皆さんの声を区 政へ生かす広聴ハガキをご利用く ださい

広聴ハガキは、千住本庁舎・中央本町庁舎の受付、区民事務所などの区施設の

窓口にあります。 問先= 千住本庁舎・広聴相談係 　3882- 1111 ㈹
情 報コ ー ナ ー

消費者センタ ー の講座
□ 暮らし っく スクール公開講座
「暮らしと哲 学 ―哲学の 散歩、
時間 と自然」
深まる秋、気軽に 「哲学」に触

れてみませんか? 暮らし にかか
わっ た大変 分かり やすい 内容 で
す。 対象= 区内在住・在 勤の方
日時=10 月17日( 火) 、午後6 時30
分～8 時30 分 場所= エル・ソフ
ィア 講師= 内山節氏( 哲学者)
定員=3a 人( 先着順) 費用= 無
料

□ 消費者講座
「上手に買い物し ています? 」
バーゲンセールに通信販充、最

近話題のレ ンタ ル、個人輸入…。
利用し たいけどち ょっと不安とい

う方に、知って耨する買い勧学入
門。 内容=r 表の通り 場所=
エル・ソフィア 対象= 区内在住・

在勤の方 費用= 無料 申込= 電
話( 先着順)

―いずれも ―
申 ・問先= 消費者センター
3880- 5385

消費者講座日程

※ いずれも火曜 日、時間は午後2 時～4 時

青年センターの催し
□ 子育てセミ ナー

〝食べる″ を考える
食が細い、偏食で困 る、食べ遍

ぎ … 子どもの食事4こ関して気に
なることがある人もない人も、〝食

べ る( 食べさせ る?) ″ ことについ
ておし ゃべりし まし ょう( 調 理の

実習もあ ります) 。 ※ お子さ ん
の保 育 を 行い ま す 日 時=u 月2

・9 ・16日( 全3 回) いずれも
木曜日、午前10時～正午 対象一
幼児のい るお母さん 定員=15 人

(抽選) 費用= 芻料費実費 申
込―ハガキに住所、氏名、電話番
号、保 育希望 の有 無( 「有」の方
はお 子さ. 1の年齢- 〇 歳〇カ月-

も) を朋記 挧覯=I Q 月20日必 雛

□「愛々 祭( ラブラブ ・フ ェスタ)
～ 粋な関係いい関係～」ミニコ
ンサート の出演者募集!
12月17日( 日) 、 罟年センタ ーに

お いて エイズ を テーマに 愛々祭
(ラブラブ・フ ェスタ) を行いま

す。この愛々祭でミニコンサード
に出演される方を募集します。テ

ーマにふさわしい自作の曲や蒔な
どをお寄せください。 対象= ど
なたでも 定員=10 人( 先着順)
費用= 無料 申込= ハガキに発表
の内容と必要時間を記入

―いずれも ―

申 ・問先= 青年 センタ ー 〒123

西新井1- 4- 17
3890- 0061
または足立保健所( 愛 々祭のみ)

　3855- 4151

女性総合セ ン タ ー の
催 し

□ 「あだち女性起業家支援塾」
入門セミ ナー
手作り パン 屋、保育サービ スな

ど、女性による小さな会社づ くり
が活発になってき ました。「自分 の
店や会 社を持ちた い」、「もっとう
まく事業を進めたい」、そ んな女性
を応援するセミ ナーです。 日時=11

月11・12日、午前l 0時～乍後5
時( 12 日は5 時30分まで) 内

容= 女性起業家 の虞 功例、事業 計
画と経営峨 略など 費用=1 力円

定 員=30 人( 抽 選) 申 込= 往
復ハガ キに住所、氏名、年齢 、電
話番 号、参 加の動 機、「支 援塾希
望」と明記 期限=10 月25日 ※
なお、本事業は㈱ 足立都市活性 化
センタ ーと共催 で実施し ます

女性フェスティバル' 95
あだち

「21世紀の光と風の中へ」―新し
いコミ ュニティを創る地域につ
なげる女性たちの活動 ―

日時=10 月21・22日、いずれも午
前10時～午後5 時30分 内容= 記
念講演、バザー、高肌名の体験教
窒、下町 の国際交流の催し 物など

※ どなたでも参加でき ます
―いずれも ―

場・問先= 女性総合センタ ー
〒123 梅田7- 33- 1
3880- 5222

じどうかんが送る劇団公演
「トラップ一家物語」(サウンド・オブ・ミュージックより)
日時=U月25日( 土) 、午後2時
場所= 竹 の塚区 民ホール 劇団=
ト ムシアタ ー 対象= ● a門1二・土v. j

が 学生以 上とその引率者 定員=300
人( 娃週) 費用= 無料 申込=
往復 ハガ キに 参加者 全員 の住

所、氏名、年齢、黽・;蟇弓を明記
(ハガ キ1 枚で5 人まで 申込可、

重複申 込無効) 期限=10 月31日
必着 申先= 中央本町庁 舎・事業
係 〒120 中央本町1- 17- 1
問先= 中央本町庁舎・事業 係

3880- 5181
西保木間 児滲館
3884- 1114

あだちブラスバンドフェスティバル' 95
～響け　広がれ　吹奏楽の輪～

音楽の好きな人たちが自主的に

創る、世代を 越えた吹奏楽の発表
の場を、ぜひご 鑑賞ください。

日時=11 月5 日( 日) 、午前l O時開
演 場所= ギャラクシティ・西新
井文化ホール( 人場無判) 出演=
皿沼・鹿浜 ・本木東小学校、区

内中学校、 足7 ・x3にム 子高等学

校、足立ジュニア、足立シ ルバ ー、

ウインド クルー、アヴァンプ ルミ
エ、アカ デミカ、ホワイタ ル、伊

興ウインド 、吊立吹奏楽団( 19 団
体700人) 問 先= 実 行委員 会事
務局( 千 住本庁舎・文化謳興係)

　3882- 1111 ㈹

本のとらばーゆ
図書館の本を 再活用し てい ただ

くため、希望者に無料で差し 上げ
ます。 日 時=10 月21・22日、午
前1( l時～乍後4 時 場・問先= 箆
浜図書館 　3857- 6551

開放施設の休館
千 寿

桜 小 学 校

図書館お よび多目的ホールを研
究発表のため休館します。ご不便
をおかけし ますが丶他の艦船をご
利用ください。 休館日=10 月20
日( 金) 問 先= 千住;本庁舎・学校
敵育部施設M113882- 1111 ㈹ 。

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています F. K. T. 240, 000


